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研究成果の概要（和文）：社会のダイバーシティ（多様性）が、ソーシャル・エクスクルージョン（社会的排除）をも
たらすメカニズムを解明するとともに、ダイバーシティをポジティヴに評価・活用して、社会の活力維持につなげるた
めの公共政策のあり方について研究を進めた。各国社会のダイバーシティおよびソーシャル・エクスクルージョンの状
況と、各国の経済成長、起業、犯罪など、様々な社会経済パフォーマンスとの関係を定量的に分析した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to investigate the mechanisms of social exclusion caused by divers
ity, and hopes to contribute to influence the value and the use of diversity in public policy positively, 
in order to preserve the vitality of society. 
For this purpose, we quantitatively analyzed the situation of diversity and social exclusion in different 
societies in relation to economic growth, the promotion of enterprise, crime rates, and other socio-econom
ic performance indicators.
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１．研究開始当初の背景 

近年、少子・高齢化、規制緩和、グローバ
ル化などを背景に、日本社会においても、ジ
ェンダー、ワークスタイル、国籍など、様々
な観点からみたダイバーシティ（多様性）が
急速に高まっている。従来は、日本社会の特
質の一つとされた同質性が、経済発展にもプ
ラスに作用してきたと考えられてきたため、
社会のダイバーシティの増大は、経済社会の
安定と発展にとってマイナスの効果を持つ
と考えられることが多かった。実際、ネガテ
ィヴな側面として、自殺、引きこもり、虐待、
いじめ、犯罪、NEET、所得・資産格差など
が喧伝されている。これらは、ソーシャル・
エクスクルージョン（社会的排除）がもたら
す社会病理の諸症状と考えられ、現代市民社
会が取り組むべき喫緊の課題となっている。 

 

２．研究の目的 

社会のダイバーシティ（多様性）が、ソー
シャル・エクスクルージョン（社会的排除）
をもたらすメカニズムを解明するとともに、
ダイバーシティをポジティヴに評価・活用し
て、社会の活力維持につなげるための公共政
策のあり方について、国際比較の視点を重視
しつつ研究する。 

国際的な市民社会セクターの発展経緯や
機能に関する研究と密接に関連させて、ダイ
バーシティ及びソーシャル・エクスクルージ
ョンについて調査・分析し、アジアや東欧、
南米等の諸国も対象として含む幅広い国際
比較研究が可能な定量的指標体系を開発す
る。研究対象に幅広い国・地域を取り入れる
ことで、個別・地域別の相違やそのなかでの
日本の特徴を浮き彫りにすることが可能に
なると考える。 

 

３．研究の方法 

3 年間の研究期間を想定し、世界の主要地
域のダイバーシティおよびソーシャル・エク
スクルージョンについての文献調査、現地調
査を行い、データベースを構築するとともに、
調査対象国・地域の市民社会の特徴を表す
「ダイバーシティ・インデックス（DI）」お
よび「ソーシャル・エクスクルージョン・イ
ンデックス（SEI）」（仮称）を開発するため、
各国社会のダイバーシティおよびソーシャ
ル・エクスクルージョンの数量的な表現を試
みた。これらのインデックスを構成する各要
素の相互関係および類型化について、多変量
解析の手法を用いて検討を行なった。さらに、
各国社会のダイバーシティおよびソーシャ
ル・エクスクルージョンの状況と、各国の経
済成長、起業、犯罪など、様々な社会経済パ
フォーマンスとの関係を、定量的に分析した。 
 

４．研究成果 

社会のダイバーシティ（多様性）が、ソー
シャル・エクスクルージョン（社会的排除）
をもたらすメカニズムを解明するとともに、

ダイバーシティをポジティヴに評価・活用し
て、社会の活力維持につなげるための公共政
策のあり方について研究を進めた。調査対象
国における市民社会セクターの発展経緯や
機能に関する研究と密接に関連させて、ダイ
バーシティ及びソーシャル・エクスクルージ
ョンについて調査・分析し、国際比較研究が
可能な定量的指標体系を検討した。各国社会
のダイバーシティおよびソーシャル・エクス
クルージョンの状況と、各国の経済成長、起
業、犯罪など、様々な社会経済パフォーマン
スとの関係を定量的に分析した。 

具体的には、以下の研究成果を挙げること
ができた。 

・調査対象国のダイバーシティおよびソーシ
ャル・エクスクルージョンの現状分析、およ
び NPO/NGO、民間企業など市民社会アクタ
ーとの関係についての既存研究を整理し、文
献データベースを作成するとともに、各国の
特性について把握した。 

・調査対象国を対象に、各国のダイバーシテ
ィおよびソーシャル・エクスクルージョンの
現状を示す指標を作成するために必要なデ
ータを収集、整理し、データベースを作成し
た。 

・NGO/NPO、民間企業、関係省庁での調査を
行い、ダイバーシティおよびソーシャル・エ
クスクルージョンに対する考え方、取り組む
状況ついての情報を収集した。 

・調査対象国・地域の市民社会の特徴を表す
「ダイバーシティ・インデックス（DI）」お
よび「ソーシャル・エクスクルージョン・イ
ンデックス（SEI）」（仮称）を開発するため、
各国社会のダイバーシティおよびソーシャ
ル・エクスクルージョンの数量的な表現を試
みた。 
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